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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公表番号】特表2009-513237(P2009-513237A)
【公表日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-013
【出願番号】特願2008-537683(P2008-537683)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｇ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  25/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  81/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  55/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｇ  19/00    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  71/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  25/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  81/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  81/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  77/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  55/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  33/06    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月30日(2009.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１０～
９９モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基１～９０モル％
を含むグリコール成分（ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール
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成分の総モル％は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．１～１．２ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～２００℃のＴｇを有
するレストラン用スモールウェア。
【請求項２】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１．２ｄＬ／ｇ、０．３５～１．０
ｄＬ／ｇ、０．３５～０．７５ｄＬ／ｇ、０．４０～０．９０ｄＬ／ｇ、０．４２～０．
８０ｄＬ／ｇ又は０．４５～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１に記載のレストラン用スモ
ールウェア。
【請求項３】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７５ｄＬ／ｇである請求項１に
記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項４】
　前記ポリエステルが１００～１８０℃、１００～１６０℃、１００～１５０℃、１００
～１４０℃又は１００～１３０℃のＴｇを有する請求項１に記載のレストラン用スモール
ウェア。
【請求項５】
　前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する請求項３に記載のレストラン用ス
モールウェア。
【請求項６】
　前記ポリエステルのグリコール成分が１０～６０モル％の２，２，４，４－テトラメチ
ル－１，３－シクロブタンジオール残基及び４０～９０モル％の１，４－シクロヘキサン
ジメタノール残基、１０～５０モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール残基及び５０～９０モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基、
１０～５０モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基
及び５０～９０モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基、１０～４０モル％の
２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び６０～９０モル
％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基、１５～６０モル％の２，２，４，４－テ
トラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び４０～８５モル％の１，４－シクロ
ヘキサンジメタノール残基、１５～４５モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３
－シクロブタンジオール残基及び５５～８５モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノー
ル残基、１５～４０モル％の２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオ
ール残基及び６０～８５モル％の１，４－シクロヘキサンジメタノール残基を含む請求項
１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項７】
　前記ポリエステルのグリコール成分が１５～７０モル％の２，２，４，４－テトラメチ
ル－１，３－シクロブタンジオール残基及び３０～８５モル％の１，４－シクロヘキサン
ジメタノール残基を含む請求項３又は５に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項８】
　前記ジカルボン酸成分が８０～１００モル％、９０～１００モル％又は９５～１００モ
ル％のテレフタル酸残基を含む請求項１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項９】
　前記ポリエステルが０．１～２５モル％又は０．１～１０モル％の１，３－プロパンジ
オール残基、１，４－ブタンジオール残基又はそれらの混合物又は０．０１～１５モル％
のエチレングリコール残基を含む請求項１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項１０】
　前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基が５０モル％
より多いシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基と５
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０モル％未満のトランス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオー
ル残基を含む混合物、５５モル％より多いシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３
－シクロブタンジオール残基と４５モル％未満のトランス－２，２，４，４－テトラメチ
ル－１，３－シクロブタンジオール残基を含む混合物又は５０モル％より多いシス－２，
２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオールと５０モル％未満のトランス
－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオールを含む混合物であり且
つ前記ジカルボン酸成分が８０～１００モル％のテレフタル酸残基を含む請求項１に記載
のレストラン用スモールウェア。
【請求項１１】
　前記ポリエステル組成物がポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシド、ポリ（
フェニレンオキシド）／ポリスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェニレンスル
フィド、ポリフェニレンスルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネート）、ポリ
カーボネート、ポリスルホン、ポリスルホンエーテル、ポリ（エーテル－ケトン）、ポリ
アミド、ポリスチレン、ポリスチレンコポリマー、スチレン・アクリロニトリルコポリマ
ー、アクリロニトリル・ブタジエン・スチレンコポリマー、ポリ（メチルメタクリレート
）及びアクリルコポリマーから選ばれた少なくとも１種のポリマーを含む請求項１に記載
のレストラン用スモールウェア。
【請求項１２】
　前記ポリエステル組成物が少なくとも１種のポリカーボネートを含む請求項１に記載の
レストラン用スモールウェア。
【請求項１３】
　前記ポリエステルが少なくとも１種の分岐剤の残基を、ポリエステルの総重量に基づき
、０．０１～１０重量％の量で含む請求項１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項１４】
　前記ポリエステルの溶融粘度が、回転メルトレオメーター上で２９０℃において１ラジ
アン／秒で測定した場合に、３０，０００ポアズ未満である請求項１に記載のレストラン
用スモールウェア。
【請求項１５】
　前記ポリエステルが、１７０℃において、１０分より長い半結晶化時間、５０分より長
い半結晶化時間、１００分より長い半結晶化時間、１，０００分より長い半結晶化時間又
は１０，０００分より長い半結晶化時間を有する請求項１に記載のレストラン用スモール
ウェア。
【請求項１６】
　前記ポリエステル組成物が２３℃において１．３ｇ／ｍｌ未満の密度を有する請求項１
に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項１７】
　前記ポリエステル組成物が少なくとも１種の熱安定剤又はその反応生成物を含む請求項
１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項１８】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－１９２５による前記ポリエステルの黄色度指数が５０未満である請求項
１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項１９】
　前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃において厚さ１／８インチの
バー中の１０ｍｉｌのノッチを用いて測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌｂｓ／ｉｎ
のノッチ付きアイゾッド衝撃強さ又はＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃において厚さ１
／４インチのバー中の１０ｍｉｌのノッチを用いて測定した場合に、少なくとも１０ｆｔ
－ｌｂｓ／ｉｎのノッチ付きアイゾッド衝撃強さを有する請求項１に記載のレストラン用
スモールウェア。
【請求項２０】
　前記ポリエステルが錫化合物又はその反応生成物を含む少なくとも１種の触媒の残基を
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含む請求項１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項２１】
　前記レストラン用スモールウェアが押出によって、圧縮成形によって又は射出成形によ
って形成される請求項１に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項２２】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１５～
７０モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基３０～８５モル％
を含むグリコール成分を含んでなり、
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テト
ラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．
３５～１．２ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～１６０℃のＴｇを有する
レストラン用スモールウェア。
【請求項２３】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇ、０．４５～０．
７５ｄＬ／ｇ又は０．６０～０．７５ｄＬ／ｇである請求項２２に記載のレストラン用ス
モールウェア。
【請求項２４】
　前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する請求項２２に記載のレストラン用
スモールウェア。
【請求項２５】
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１５～
４０モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基６０～８５モル％
を含むグリコール成分を含んでなり、
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール／テト
ラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に、０．
３５～０．７５ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～１５０℃のＴｇを有す
るレストラン用スモールウェア。
【請求項２６】
　前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４５～０．７５ｄＬ／ｇ又は０．６０～０
．７５ｄＬ／ｇである請求項２５に記載のレストラン用スモールウェア。
【請求項２７】
　前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する請求項２５に記載のレストラン用
スモールウェア。
【請求項２８】
　前記レストラン用スモールウェアがピッチャー、カップ、マグ、ボウル及びプレートか
ら選ばれる請求項１、２２又は２５のいずれか１項に記載のレストラン用スモールウェア
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７９】
　本発明を、本明細書中に開示した実施態様に関して詳述したが、当然のことながら、本
発明の精神及び範囲内で変動及び変更が可能である。
　態様１．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
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を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１０～
９９モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基１～９０モル％
を含むグリコール成分（ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール
成分の総モル％は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．１～１．２ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～２００℃のＴｇを有
するレストラン用スモールウェア。
　態様２．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１．２ｄＬ／ｇである態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～１．０ｄＬ／ｇである態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇである態
様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４０～０．９０ｄＬ／ｇである態
様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様６．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４２～０．８０ｄＬ／ｇである態
様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様７．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４５～０．７５ｄＬ／ｇである態
様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様８．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７５ｄＬ／ｇである態
様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様９．前記ポリエステルが１００～１８０℃のＴｇを有する態様１に記載のレストラ
ン用スモールウェア。
　態様１０．前記ポリエステルが１００～１６０℃のＴｇを有する態様１に記載のレスト
ラン用スモールウェア。
　態様１１．前記ポリエステルが１００～１５０℃のＴｇを有する態様１に記載のレスト
ラン用スモールウェア。
　態様１２．前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する態様１に記載のレスト
ラン用スモールウェア。
　態様１３．前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する態様８に記載のレスト
ラン用スモールウェア。
　態様１４．前記ポリエステルのグリコール成分が１０～９０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び１０～９０モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様１５．前記ポリエステルのグリコール成分が１０～８０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び２０～９０モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様１６．前記ポリエステルのグリコール成分が１０～７０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び３０～９０モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様１７．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～７０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び３０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様１８．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～６０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び４０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
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　態様１９．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～５０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び５０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２０．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～４０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び６０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２１．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～７０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び３０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様８に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２２．前記ポリエステルのグリコール成分が１５～７０モル％の２，２，４，４－
テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基及び３０～８５モル％の１，４－シク
ロヘキサンジメタノール残基を含む態様１３に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２３．前記ジカルボン酸成分が８０～１００モル％のテレフタル酸残基を含む態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２４．前記ジカルボン酸成分が９０～１００モル％のテレフタル酸残基を含む態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２５．前記ジカルボン酸成分が９５～１００モル％のテレフタル酸残基を含む態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２６．前記ポリエステルが０．１～２５モル％の１，３－プロパンジオール残基、
１，４－ブタンジオール残基又はそれらの混合物を含む態様１に記載のレストラン用スモ
ールウェア。
　態様２７．前記ポリエステルが０．１～１０モル％の１，３－プロパンジオール残基、
１，４－ブタンジオール残基又はそれらの混合物を含む態様１に記載のレストラン用スモ
ールウェア。
　態様２８．前記ポリエステルが０．０１～１５モル％のエチレングリコール残基を含む
態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様２９．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基が
５０モル％より多いシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオー
ル残基と５０モル％未満のトランス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブ
タンジオール残基を含む混合物である態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３０．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基が
５５モル％より多いシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオー
ル残基と４５モル％未満のトランス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブ
タンジオール残基を含む混合物である態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３１．前記２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオールが５０
モル％より多いシス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオールと
５０モル％未満のトランス－２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオ
ールを含む混合物であり且つ前記ジカルボン酸成分が８０～１００モル％のテレフタル酸
残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３２．前記ポリエステル組成物がポリ（エーテルイミド）、ポリフェニレンオキシ
ド、ポリ（フェニレンオキシド）／ポリスチレンブレンド、ポリスチレン樹脂、ポリフェ
ニレンスルフィド、ポリフェニレンスルフィド／スルホン、ポリ（エステル－カーボネー
ト）、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリスルホンエーテル、ポリ（エーテル－ケト
ン）、ポリアミド、ポリスチレン、ポリスチレンコポリマー、スチレン・アクリロニトリ
ルコポリマー、アクリロニトリル・ブタジエン・スチレンコポリマー、ポリ（メチルメタ
クリレート）及びアクリルコポリマーから選ばれた少なくとも１種のポリマーを含む態様
１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３３．前記ポリエステル組成物が少なくとも１種のポリカーボネートを含む態様１
に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３４．前記ポリエステルが少なくとも１種の分岐剤の残基を、ポリエステルの総重
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量に基づき、０．０１～１０重量％の量で含む態様１に記載のレストラン用スモールウェ
ア。
　態様３５．前記ポリエステルの溶融粘度が、回転メルトレオメーター上で２９０℃にお
いて１ラジアン／秒で測定した場合に、３０，０００ポアズ未満である態様１に記載のレ
ストラン用スモールウェア。
　態様３６．前記ポリエステルが１７０℃において１０分より長い半結晶化時間を有する
態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３７．前記ポリエステルが１７０℃において５０分より長い半結晶化時間を有する
態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３８．前記ポリエステルが１７０℃において１００分より長い半結晶化時間を有す
る態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様３９．前記ポリエステルが１７０℃において１，０００分より長い半結晶化時間を
有する態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４０．前記ポリエステルが１７０℃において１０，０００分より長い半結晶化時間
を有する態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４１．前記ポリエステル組成物が２３℃において１．３ｇ／ｍｌ未満の密度を有す
る態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４２．前記ポリエステル組成物が少なくとも１種の熱安定剤又はその反応生成物を
含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４３．ＡＳＴＭ　Ｄ－１９２５による前記ポリエステルの黄色度指数が５０未満で
ある態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４４．前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃において厚さ１／
８インチのバー中の１０ｍｉｌのノッチを用いて測定した場合に、少なくとも３ｆｔ－ｌ
ｂｓ／ｉｎのノッチ付きアイゾッド衝撃強さを有する態様１に記載のレストラン用スモー
ルウェア。
　態様４５．前記ポリエステルが、ＡＳＴＭ　Ｄ２５６に従って２３℃において厚さ１／
４インチのバー中の１０ｍｉｌのノッチを用いて測定した場合に、少なくとも１０ｆｔ－
ｌｂｓ／ｉｎのノッチ付きアイゾッド衝撃強さを有する態様１に記載のレストラン用スモ
ールウェア。
　態様４６．前記ポリエステルが錫化合物又はその反応生成物を含む少なくとも１種の触
媒の残基を含む態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４７．前記レストラン用スモールウェアがピッチャー、カップ、マグ、ボウル及び
プレートから選ばれる態様１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様４８．前記レストラン用スモールウェアが押出によって形成される態様１に記載の
レストラン用スモールウェア。
　態様４９．前記レストラン用スモールウェアが圧縮成形によって製造される態様１に記
載のレストラン用スモールウェア。
　態様５０．前記レストラン用スモールウェアが射出成形によって形成される態様１に記
載のレストラン用スモールウェア。
　態様５１．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１５～
７０モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基３０～８５モル％
を含むグリコール成分（ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール
成分の総モル％は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
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／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．３５～１．２ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～１６０℃のＴｇを
有するレストラン用スモールウェア。
　態様５２．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．３５～０．７５ｄＬ／ｇである
態様５１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５３．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４５～０．７５ｄＬ／ｇである
態様５１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５４．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７５ｄＬ／ｇである
態様５１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５５．前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する態様５１に記載のレス
トラン用スモールウェア。
　態様５６．前記レストラン用スモールウェアがピッチャー、カップ、マグ、ボウル及び
プレートから選ばれる態様５１に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５７．（ａ）ｉ）テレフタル酸残基７０～１００モル％；
　　　　ｉｉ）炭素数２０以下の芳香族ジカルボン酸残基０～３０モル％；及び
　　　　ｉｉｉ）炭素数１６以下の脂肪族ジカルボン酸残基０～１０モル％
を含むジカルボン酸成分；並びに
　（ｂ）ｉ）２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブタンジオール残基１５～
４０モル％；及び
　　　　ｉｉ）１，４－シクロヘキサンジメタノール残基６０～８５モル％
を含むグリコール成分（ジカルボン酸成分の総モル％は１００モル％であり、グリコール
成分の総モル％は１００モル％である）
を含む少なくとも１種のポリエステルを含む少なくとも１種のポリエステル組成物を含ん
でなり、前記ポリエステルのインヘレント粘度が、６０／４０（ｗｔ／ｗｔ）フェノール
／テトラクロロエタン中で２５℃において０．５ｇ／１００ｍｌの濃度で測定した場合に
、０．３５～０．７５ｄＬ／ｇであり；且つ前記ポリエステルが１００～１５０℃のＴｇ
を有するレストラン用スモールウェア。
　態様５８．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．４５～０．７５ｄＬ／ｇである
態様５７に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様５９．前記ポリエステルのインヘレント粘度が０．６０～０．７５ｄＬ／ｇである
態様５７に記載のレストラン用スモールウェア。
　態様６０．前記ポリエステルが１００～１３０℃のＴｇを有する態様５７に記載のレス
トラン用スモールウェア。
　態様６１．前記レストラン用スモールウェアがピッチャー、カップ、マグ、ボウル及び
プレートから選ばれる態様５７に記載のレストラン用スモールウェア。
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